
毎
年
恒
例
の
総
理
主
催
の
「
桜
を
見

る
会
」
。
国
民
の
税
金
で
開
催
し
、
各

界
で
功
労
の
あ
っ
た
方
々
を
招
き
懇
談

す
る
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
に
な
っ
て

か
ら
は
首
相
推
せ
ん
を
は
じ
め
政
治
枠

で
参
加
者
が
増
え
続
け
、
今
年
度
は
１

万
８
２
０
０
人
、
支
出
は
予
算
の
３
倍

を
超
え
る
５
５
２
０
万
円
。
資
料
の
残

る
１
４
年
度
比
で
参
加
者
数
は
３
３
％
、

支
出
額
は
な
ん
と
８
４
％
も
増
え
た
。

内
閣
府
は
国
会
議
員
の
資
料
要
求
当

日
に
参
加
者
名
簿
を
廃
棄
。
参
加
者
が

明
ら
か
に
な
る
の
を
拒
否
し
た
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
各
界
功
労
者
を

上
回
る
政
治
枠
参
加
者
数
で
、
安
倍
事

務
所
は
参
加
者
を
募
り
、
前
日
は
都
内

高
級
ホ
テ
ル
で
前
夜
祭
を
盛
大
に
行
っ

て
き
た
。
立
食
形
式
で
も
最
低
１
万
１

千
円
必
要
と
い
う
宴
会
へ
の
参
加
費
は

わ
ず
か
５
千
円
。
公
職
選
挙
法
や
政
治

資
金
規
正
法
違
反
の
疑
惑
は
ふ
く
ら
む

ば
か
り
だ
。

立
憲
野
党
・
会
派
は
一
丸
と
な
っ
て

「
総
理
主
催
『
桜
を
見
る
会
』
追
求
本

部
」
を
つ
く
っ
て
、
公
職
選
挙
法
違
反
、

政
治
資
金
規
正
法
違
反
を
含
め
て
、
省

庁
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ホ
テ
ル
等
か
ら
事
情

聴
取
を
重
ね
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
首

相
ほ
か
の
国
会
答
弁
の
整
合
性
が
崩
れ

て
い
る
。

反
社
会
的
勢
力
に
公
式
に
案
内
を
出

し
た
こ
と
や
、
安
倍
事
務
所
が
ス
タ
ッ

フ
の
上
京
旅
費
を
支
出
し
た
こ
と
も
判

明
し
た
。
し
か
し
、
首
相
は
説
明
責
任

を
果
た
す
ど
こ
ろ
か
、
与
党
多
数
の
壁

に
守
ら
れ
、
会
期
末
を
控
え
て
逃
げ
切

る
算
段
だ
。

反
社
会
勢
力
ま
で
公
式
に
招
待
し
た

醜
悪
な
状
況
を
み
た
び
逃
が
さ
な
い
と
、

先
月
２
８
日
、
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条

壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

が
首
相
官
邸
前
で
緊
急
抗
議
行
動
を
行
っ

た
（
写
真
）
。

雨
の
降
る
中
集
ま
っ
た
約
５
０
０
人

の
参
加
者
は
、
桜
を
見
る
会
う
や
む
や

に
さ
せ
な
い
、
疑
惑
の
隠
ぺ
い
許
さ
な

い
と
コ
ー
ル
を
繰
り
返
し
、
安
倍
政
権

追
求
と
院
内
野
党
を
激
励
し
た
。

し
か
し
、
安
倍
政
権
の
支
持
率
は
こ

の
問
題
で
下
が
っ
た
と
は
い
え
、
依
然

支
持
率
は
高
く
、
野
党
支
持
率
は
低
い

ま
ま
。
安
倍
支
持
の
最
大
の
要
因
は

「
他
に
代
わ
る
人
が
い
な
い
」
と
い
う

も
の
。
野
党
の
ふ
が
い
な
さ
の
結
果
と

も
い
え
る
。

劣
悪
な
雇
用
と
富
の
集
中
に
よ
る
貧

困
と
格
差
で
苦
し
ん
で
い
る
国
民
が
何

を
求
め
て
い
る
の
か
、
そ
の
声
を
聴
き
、

政
策
と
政
権
構
想
を
組
み
立
て
る
努
力

が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
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桜を見る会私物化は安倍政権の体質

国
民
の
税
で
後
援
会
慰
労
！
選
挙
買
収
で
は

政治の私物
化許さない！

腐

臭

に

満

ち

た

安

倍

総

理

主

催

の

「

桜

を

見

る

会

」
。

森

友

や

加

計

学

園

同

様

の

身

内

優

先

、

税

金

私

物

化

が

極

ま

っ

た

。

代

わ

り

が

い

な

い

こ

と

で

長

期

政

権

化

し

て

い

る

が

、

今

度

こ

そ

逃

げ

切

り

を

許

さ

ず

、

安

倍

流

政

治

か

ら

転

換

を

図

ろ

う

。

桜
を
見
る
会
で
緊
急
抗
議

桜を見る会で緊急集会＝11月28日首相官邸前

立
憲
野
党
一
丸
追
求
で
奏
功

増
や
し
続
け
る
身
内
参
加
者



■
長
時
間
労
働
を
放
置
・
労
使
協
定
外
し

集
会
で
基
調
報
告
し
た
嶋
﨑
量
（
ち
か

ら
）
日
本
労
働
弁
護
団
事
務
局
長
は
、

「
学
校
現
場
で
は
部
活
動
な
ど
を
自
主
性

に
よ
る
も
の
と
し
て
扱
っ
て
き
た
た
め
、

勤
務
時
間
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
長

時
間
労
働
が
放
置
さ
れ
て
き
た
」
「
変
形

労
働
時
間
制
は
残
業
代
支
払
い
を
減
ら
そ

う
と
す
る
経
営
者
が
利
用
す
る
も
の
で
あ

り
、
労
働
時
間
短
縮
に
は
つ
な
が
ら
な
い
」

「
導
入
に
は
労
使
協
定
が
必
要
と
い
う
労

基
法
の
原
則
を
壊
す
規
制
緩
和
」
で
あ
り
、

「
他
の
公
務
員
や
民
間
労
働
者
に
波
及
し

か
ね
な
い
」
と
強
く
警
告
し
た
。

■
給
特
法
制
定
時
の
７
倍
以
上
の
残
業

給
特
法
（
教
職
員
給
与
特
別
措
置
法
）

は
、
時
間
外
労
働
が
１
週
に
２
時
間
し
か

な
い
と
い
う
前
提
で
、
71
年
に
制
定
。
給

与
の
４
％
分
を
「
教
職
調
整
額
」
と
し
て

払
う
だ
け
の
定
額
働
か
せ
放
題
の
制
度
と

な
っ
た
。
部
活
動
は
地
域
の
社
会
活
動
に

移
行
す
る
計
画
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
教
育
の
一
環
で
あ
っ
た
部
活

動
が
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
化
し
、
土
・
日
も

な
い
勝
利
至
上
主
義
が
蔓
延
。
事
務
量
の

増
加
も
あ
り
、
現
在
は
小
学
校
で
当
時
の

７
・
５
倍
、
中
学
校
で
は
同
じ
く
６
・
３

倍
の
時
間
外
労
働
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
小
学
校
で
３
割
、
中
学
校
で
６
割

の
教
員
が
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
い
る
。

■
形
式
的
に
長
時
間
労
働
を
隠
す
狙
い

「
求
め
て
い
る
の
は
給
特
法
の
見
直
し

で
あ
っ
て
変
形
労
働
時
間
制
導
入
で
は
な

い
」
「
４
月
、
６
月
の
疲
れ
を
夏
休
み
に

と
れ
と
い
う
の
も
問
題
だ
が
、
10
月
、
11

月
の
疲
れ
も
夏
休
み
に
と
る
の
か
」
「
こ

れ
で
は
確
実
に
過
労
死
が
増
え
る
」
と
訴

え
た
の
は
、
給
特
法
改
正
と
変
形
労
働
時

間
制
撤
廃
を
求
め
る
署
名
運
動
を
し
て
き

た
岐
阜
県
内
の
公
立
高
校
教
員
の
西
村
祐

二
さ
ん
。

現
在
の
時
間
外
労
働
を
ま
と
も
に
払
う

た
め
に
必
要
な
年
間
９
千
億
円
の
財
源
や
、

少
人
数
学
級
な
ど
教
員
定
数
を
増
や
す
こ

と
を
論
外
と
す
る
、

財
務
省
や
文
科
省
が

ひ
ね
り
出
し
た
変
形
労
働
時
間
制
は
廃
案

し
か
な
い
と
決
意
を
込
め
た
。

■
先
例
が
で
き
れ
ば
も
れ
な
く
波
及
す
る

仮
に
こ
の
法
案
が
通
れ
ば
、
今
後
は
都

道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
の
教
育
委
員
会

が
条
例
化
し
て
制
度
改
悪
が
現
実
化
す
る
。

各
教
育
委
員
会
に
対
す
る
取
り
組
み
も
必

要
だ
。
ひ
と
り
学
校
現
場
だ
け
で
は
な
い
。

労
働
基
本
権
が
制
限
さ
れ
、
そ
の
上
労
働

基
準
法
さ
え
外
さ
れ
る
。
敵
失
で
導
入
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ

ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
、
定
額
働
か
せ
放
題
社
会

が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外(1988年１月18日第三種郵便物認可) 2019年12月
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公
立
学
校
に
変
形
労
働
時
間
制
を
導
入
す
る
給
特
法
改
定
案
が
衆
議
院
を
通
過
し
、

参
議
院
で
審
議
入
り
し
た
。
日
本
労
働
弁
護
団
は
先
月
２
４
日
、
長
時
間
労
働
で
苦

し
む
教
員
を
追
い
込
み
、
労
働
基
準
法
の
時
間
規
制
を
緩
和
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、

全
労
働
者
に
波
及
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
都
内
で
緊
急
集
会
を
開
い
た
。

公立学校の変形労働制 定額働かせ放題で過労死増やす

全
労
働
者
に
波
及
の
恐
れ

日本労働弁護団は都内で24日、公立学校への変

形労働時間制導入を考える緊急集会を開催した。
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